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NYマーケットレポート（2015年 6月 23日) 
NY 市場では、序盤に発表された米耐久財受注が、予想以上に悪化したことを受けて、ドルは一時主要通貨に対して下落する動きとなった。

しかし、FRB 理事が 9 月にも利上げが始まり、2 回目の金利引き上げは 12 月になるとの見方を示したことから、米国の利上げ期待が高まり、

ドルは主要通貨に対して上昇する動きとなった。また、米新築住宅販売件数が 7 年 3 ヵ月ぶりの高水準となったことや、製造業関連の指標

が予想を上回る結果となったことも加わり、ドルは堅調な動きが続いた。ただ、その後は、米長期債利回りが低下したことから、対円で上値

の重い動きとなった。一方、ユーロは、ギリシャの支援問題の不安が残ることや、ECB の量的緩和継続が意識され、大半の主要通貨に対し

て下落する動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.82  ユーロ/円 138.70  ユーロ/ドル 1.1202 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6846.47 +20.80 ダウ 
先物ミニ 18063 +38  

 

仏 CAC40 5066.30 +67.69 S&P 
500 ミニ 2118.25 +5.50  

 

独 DAX 11614.75 +154.25 NASDAQ 
100 ミニ 4545.75 +13.00  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米耐久財受注（前月比） -1.8％（予想 -1.0%・前回 -1.5%） 

前回発表の-0.5％から-1.5％に修正 

 

5月米耐久財受注[除輸送用機器] 0.5％（予想 0.5%・前回 -0.3%） 

前回発表の0.5％から-0.3％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪米耐久財受注≫ 

           5月・・4月・・ 3月・・2月・・1月・・ 12月 

耐久財新規受注・・・-1.8・・-1.5・・ 5.1・・-3.5・・ 2.9・・ -3.9 

輸送機器除く・・・・ 0.5・・-0.3・・ 0.6・・-1.7・・-0.3・・ -0.3  

国防関連除く・・・・-2.1・・-0.8・・ 3.4・・-3.0・・ 3.2・・ -3.4 

資本財・・・・・・・-5.2・・-3.1・・ 8.4・・-4.3・・ 7.5・・-10.4  

輸送機器・・・・・・-6.4・・-4.0・・15.2・・-7.3・・10.6・・-11.4 

総受注残・・・・・・-0.5・・-0.2・・ 0.1・・-0.6・・-0.1・・ -0.8 

総在庫・・・・・・・-0.2・・ 0.2・・ 0.0・・ 0.3・・ 0.3・・  0.5  

総出荷・・・・・・・-0.1・・-0.2・・ 1.5・・-1.1・・-0.9・・  1.9  

 

 

21：35 

≪ 要人発言 ≫ 

パウエル FRB理事 

 

・「今年の成長率は 2％程度に」 

・「インフレはドルと原油で抑えられている」 

・「9月、12月の利上げを予想」 

・「9月利上げの確率は五分五分といったところ」 

・「12月利上げの方がより不透明」 
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(出所：ネットダニア) 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米住宅価格指数（前月比） 0.3％（予想 0.5%・前回 0.3%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18158.02 +38.24 

ナスダック 5162.71 +8.74 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月マークイット米国製造業 PMI 53.4（予想 54.1・前回 54.0） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米新築住宅販売件数 54.6万件（予想 52.3万件・前回 53.4万件） 

前回発表の51.7万件から 53.4万件に修正 

 

5月米新築住宅販売件数（前月比） 2.2％（予想 1.2%・前回 8.1%） 

前回発表の6.8％から8.1％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪新築住宅販売≫ 

         5月・・4月・・3月・・2月・・1月・・12月 

販売戸数・・・・54.6・・53.4・・49.4・・54.5・・52.1・・49.5 

前月比（％）・・  2.2・・ 8.1・・-9.4・・ 4.6・・ 5.3・・10.2 

                          （万件）  

        5月・・4月・・ 3月・・2月・・1月・・12月 

北東部・・・・・ 3.0・・ 1.6・・ 1.9・・ 2.6・・ 1.5・・ 3.1 

中西部・・・・・ 6.6・・ 7.0・・ 5.7・・ 5.4・・ 6.5・・ 5.4 

南部・・・・・・31.2・・32.6・・28.0・・32.8・・29.6・・27.3 

西部・・・・・・13.8・・12.2・・13.5・・13.7・・14.5・・13.7 

                          （万件）  

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月リッチモンド連銀製造業指数 6（予想 4・前回 1） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪リッチモンド連銀製造業指数≫ 

        6月・ 5月・ 4月・ 3月・ 2月・ 1月 

景況指数・・・・ 6・・  1・・-3・・ -8・・  0・・ 6 

出荷・・・・・・ 0・・ -1・・-6・・-13・・ -1・・10 

新規受注・・・・11・・  2・・-6・・-13・・ -2・・ 4 

受注残・・・・・ 6・・-10・・-8・・-12・・-10・・-9 

雇用者数・・・・ 4・・ 3・・ 7・・  6・・  4・・ 5 

 

価格動向    

仕入価格・・・・0.92・ 0.70・ 0.69・ 0.62・ 0.32・ 0.70 

販売価格・・・・0.52・ 0.38・ 0.51・ 0.10・ 0.09・ 0.53 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、金融支援をめぐるギリシャとEUの協議が合意に向かっているとの楽観的な見方が広がり、投資

家のリスク志向を受けて、主要株価は堅調な動きとなった。   
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）5月の米耐久財受注は、前月比で-1.8％の 2289億 1300万ドルとなり、2ヵ月連続のマイナスとなった。航空

機の落ち込みで輸送機器がマイナスとなったことで全体を押し下げる結果となった。輸送機器を除いた受注は

+0.5％となった。 

  

①輸送機器が-6.4％となり、変動の激しい民間航空機が35.3％、 国防関連の航空機が-6.3％、自動車・同部品

は横ばい。 

 

②輸送機器以外の主な業種では、一般機械が+0.4％、一次金属は+0.6％、電算機は-5.8％、電機・家電は-0.4％。 

 

③資本財は-5.2％と昨年12月以来の大きな減少率となった。資本財から国防関連を除いた受注は-6.6％。民間設

備投資の先行指標となる非国防資本財から航空機を除いたコア受注は+0.4％と、2ヵ月ぶりのプラスとなった。 

 

 

（2）4月の米住宅価格指数は、市場予想の+0.5％を下回る+0.3％となった。前年比では+5.3％となった。地域別で

は、太平洋地域が+0.7％（前月+0.2％）、ニューイングランド地域が+0.7％（-0.7％）、中部大西洋地域が-0.3％

（+0.9％）。 

 

 

（3）6月のマークイット米製造業PMI速報値は、53.4と市場予想の54.2を下回り、2013年 10月以来の低水準とな

った。ドル高の影響で輸出が悪化していることが全体の押し下げる要因となっている。生産指数は53.9（前月55.2）、

新規受注は54.5（54.3）、雇用は2ヵ月連続で改善し、2014年11月以来の高水準。経済指標は第2・四半期に景気

が持ち直しているものの、6月の PMIが弱い内容となったことで、第3・四半期にかけて勢いがやや鈍っている公算

が大きいとの指摘が出ている。 

 

 

（4）5月の米新築住宅販売件数は、前月比+2.2％の 54.6万件と 2ヵ月連続で増加し、件数ベースで2008年2月以

来7年 3ヵ月ぶりの高水準となった。前年同月比では+19.5％。  

 

 ①市場の住宅在庫は、5月末時点で前月比横ばいの20.6万件、販売に対する在庫率は 4.5ヵ月と前月から0.1ヵ

月低下し、適正水準とされる6.0ヵ月を引き続き下回った。 

 

 ②販売物件の中間価格は、前月比-2.9％の 28万2800ドル、平均価格は前月比+0.9％の 33万 7000ドル。 

 

 ③地域別の販売は、北東部が+87.5％、西部が+13.1％、中西部は-5.7％、南部が-4.3％。   

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6834.87 +9.20 
仏 CAC40 5057.68 +59.07 
独 DAX 11542.54 +82.04 

ストック欧州 600 指数 398.83 +4.58 
ユーロファースト 300 指数 1583.30 +17.62 
スペイン IBEX35 指数 11402.50 +34.30 

イタリア FTSE MIB 指数 23567.25 +81.30 
南ア アフリカ全株指数 52592.00 +402.68 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ギリシャ金融支援協議が近くまとまるとの期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、

24日のユーロ圏財務相会合の結果などを見極めたいと様子見気分も強く、やや上値は限定的となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18121.75（+1.97）、S&P500 2122.50（-0.35） ナスダック 5147.90（-6.07） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 FRBのパウエル理事が9月にも利上げが始まり、2回目の金利引き上げは12月

になるとの見方を示したことで売りが先行した。 

 

午前の利回りは、30年債が3.17％（前日 3.16％）、10年債が 2.38％（2.37％）、7年債が 2.11％（2.10％）、5

年債が 1.68％（1.67％）、3年債が 1.06％（1.05％）、2年債が 0.67％（0.66％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

ECB（欧州中央銀行）が発表した、6月 19日終了週の、ECBとユーロ圏中銀のバランスシートは、前週から98億 5000

万ユーロ拡大し、2兆4520億ユーロとなった。ECBは 3月9日、ユーロ圏経済の活性化に向けて、国債などを月 600

億ユーロ買い入れる QE（量的緩和）を開始。2016年9月までに 1兆ユーロ以上の資金供給を目指している。 

 

 

2：00 

≪米財務省 2年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・0.692％（前回 0.648％） 

最低落札利回り・・・・0.600％（前回 0.590％） 

最高利回り落札比率・・44.51％（前回 98.15％） 

応札倍率・・・・・・・3.28倍（前回 3.40倍） 

 

 

3：30 

NY金は、中心限月が前日比 7.50ドル安の 1オンス＝1176.60ドルで取引を終了した。 
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4：00 

ギリシャ首相とIMF、ECB、ユーログループのトップが 24日会合～ギリシャ首相府が電子メールで声明 

 

 

4：45 

NY原油は、中心限月が前日比 0.63ドル高の1バレル＝61.01ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1176.60 -7.50 

NY 原油 61.01 +0.63 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、24日のユーロ圏財務相会合でギリシャ支援協議が進展するとの期待から、ギリシャのデフォルトやユー

ロ圏離脱に対する懸念が後退し、安全資産とされる金を売る動きが優勢となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、24日発表の米石油統計で原油在庫が減少するとの見方から供給過剰懸念が後退して、買いが優勢とな

った。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18144.07 +24.29 18188.81 18108.10 

S&P500 種 2124.20 +1.35 2128.03 2119.89 

ナスダック 5160.09 +6.12 5163.42 5139.33 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、金融支援をめぐるギリシャと EUの協議が合意に向かっているとの楽観的な見方が広がり、投資家の

リスク志向を受けて、主要株価は堅調な動きとなった。しかし、その後はマイナス圏まで下げる動きとなったもの

の、終盤にはプラス圏まで値を戻し、小幅高となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比

で 69ドル高まで上昇する動きが見られたものの、その後はマイナス圏まで下げる動きとなった。ただ、終盤には再

びプラス圏まで上昇し、小幅高で引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.92  124.19  123.65  
EUR/JPY 138.42  138.75  138.21  
GBP/JPY 194.89  195.40  194.59  
AUD/JPY 95.89  95.89  95.35  
NZD/JPY 84.92  84.92  84.57  
EUR/USD 1.1172  1.1208  1.1136  
AUD/USD 0.7739  0.7748  0.7679  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、引き続き、ギリシャ支援問題に対する懸念を背景に、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きとな

った。一方、ドルは耐久財受注が悪化したものの、米当局者の発言や、住宅関連お経済指標が予想を上回る結果と

なったことから、一時上昇する場面もあった。その後は米長期債利回りが低下したことから下げる場面もあった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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